
 

 

知っちょる？  統計  

87 働く女性が増えています      平成３０年１１月１５日掲載 

皆さんは「Ｍ字カーブ」という言葉をご存知でしょうか。  

女性の有業率（１５歳以上人口に占める有業者の割合）を年齢階級別にみると、

一般的には、学校卒業後就職する２０歳台で上昇し、出産、育児期の３０歳台で低

下、子育てが落ち着いた４０歳台で再び上昇するという特徴があり、これをグラフ

で表すとアルファベットの「Ｍ」の字に似ていることからＭ字カーブと呼ばれてい

ます。  

今回はこのＭ字カーブで知られる女性の有業率について、今年７月に公表された

総務省の平成２９年就業構造基本調査の調査結果から見てみます。  

山口県の女性の年齢階級別有業率を前回平成２４年の調査の結果と比べると、グ

ラフの通りほぼ全ての年代で有業率は上昇しており、全体的に底上げされていま

す。  

また、ほとんどの年齢階級で有業率は全国より高くなっており、低くなっている

二つの年齢階級である２５～２９歳と３０～３４歳でも前回と比べそれぞれ３ .２

ポイント、４ .５ポイント上昇しています。  

特に、育児をしている女性の有業率は５１ .２％から６５ .１％と１３ .９ポイン

ト上昇しており、前回からの上昇幅は全国９位と、育児をしながら働き続ける女性

の割合がかなり増えていることが分かります。  

山口県でも女性が働きやすい環境づくりが着実に進んでいると言えるのではない

でしょうか。  

        


